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地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
駅
」
北
改
札
口

 
 

京
阪
電
車
「
天
満
橋
駅
」
西
出
口

参
加
費 

6
千
円

 

祝
還
暦
（
高
22
）　

半
額

 

新
入
会
員
（
高
63
）　

無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム 

総　

会　

11
時
〜
11
時
30
分

 

　
　
　
　
　
（
受
付
は
10
時
30
分
よ
り
）

 

懇
親
会　

11
時
30
分
〜
14
時

締
　
切 

10
月
25
日（
火
）
ま
で
に
同
封
の

 

ハ
ガ
キ
に
て
お
返
事
下
さ
い

 

　

※
当
日
の
お
取
り
や
め
の
な
い
様
に
。

 

　
　

ま
た
、
飛
び
入
り
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

2011
芝蘭会
総会

2011 年 7 月 16 日　役員・幹事会・評議員会
 1. 役員改選
 2．会計報告 2010 年度決算・監査報告
   2011 年度予算
 3．その他
以上の案件は、総会にて報告いたします。

❶ 

総
会
案
内

❷ 

会
長
挨
拶
・
校
長
挨
拶

 

校
内
幹
事
挨
拶

❸ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
開
の
お
知
ら
せ

 

役
員
改
選

❹ 

母
校
だ
よ
り

 

　

教
職
員
異
動
一
覧

 

　

阿
倍
野
高
校
行
事

 

　

同
窓
会
委
員

 

　

ク
ラ
ブ
一
覧

❺ 

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

 

評
議
員
一
覧

❻ 

会
員
だ
よ
り

❽ 

年
会
費
・
会
計
報
告

❾ 

東
京
り
ん
ど
う
会

 

参
加
者
募
集

❿ 

同
期
会
だ
よ
り

⓬ 

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

 

芝
蘭
会
館
・
同
窓
会
館

会 務 報 告
会
報
目
次

■
主
な
事
業
等
■

 

◆ 

式
典
・
祝
賀
会

 
 

平
成
24
年
11
月
を
予
定

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
次
回
会
報
に
も
掲
載
し
ま
す
。

 

◆ 

記
念
事
業

 
 

募
金
活
動
︵
計
2
千
5
百
万
円
︶

 
 

内
訳
…
視
聴
覚
教
室
の
改
修
・
充
実 

（
2
千
万
円
）

 
 

図
書
室
の
充
実 

（
5
百
万
円
）

 

◆ 

記
念
出
版

 
 

創
立
90
周
年
記
念
誌
を
出
版

募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
贈
呈
い
た
し

ま
す
。

ロゴが決まりました
（校章の笹りんどうを
イメージしています）

母
校
は
、

平
成
24
年（
2
0
1
2
年
）11
月
に

創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す

　

芝
蘭
会
は
、
大
阪
府
立
阿
倍
野
高
等
学
校
創
立
90
周
年

実
行
委
員
会
に
加
わ
り
、
母
校
の
創
立
90
周
年
の
式
典
・

祝
賀
会
に
共
に
祝
い
ま
す

　

ま
た
、
募
金
活
動
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
母
校
の
教

育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
関
係
者
に
も
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
参
加
と
お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白紫蘭
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芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
芝
蘭
会
に
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

芝
蘭
会
継
続
総
会
が
本
年
3

月
27
日
に
開
か
れ
、
敷
島
鐵
雄

会
長
以
下
全
役
員
が
辞
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
敷
島

前
会
長
の
要
請
も
有
り
、
新
会

長
が
決
ま
る
ま
で
私
が
会
長
代

行
と
し
て
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

突
然
の
事
態
で
も
有
り
、
新

役
員
人
事
も
儘
な
ら
な
い
中
、

一
方
で
は
芝
蘭
会
会
報
誌
の
発

行
、
総
会
の
開
催
と
行
事
も
押

し
詰
ま
っ
て
お
り
、
急
遽
新
役

員
・
幹
事
の
人
選
を
行
い
、
7

月
16
日
の
評
議
員
会
に
て
承
認

さ
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

芝
蘭
会
の
運
営
に
は
経
験
未

熟
な
執
行
部
で
す
が
、
同
窓
生

の
皆
様
と
一
緒
に
、
会
則
に
も

あ
り
ま
す
「
会
員
相
互
の
親
睦

な
ら
び
に
向
上
を
図
り
、
母
校

の
発
展
に
寄
与
す
る
」
同
窓
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
様
、
微
力
で
す
が
少
し
で
も

　

芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
同
窓
会
報
を
通
じ
て
、
今

年
も
皆
様
に
ご
挨
拶
が
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
、
西
田
幸
弘
同
窓
会

長
を
始
め
と
し
て
平
成
23
年
度

　

本
校
教
諭
と
し
て
3
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。母
校
に
赴
任
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
2
年
が
経
ち

　

新
し
い
芝
蘭
会
執
行
部
が
発

足
さ
れ
た
こ
と
を
聴
き
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
芝
蘭
会
の
運
営
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
敬

意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

さ
て
、
母
校
が
平
成
24
年
度

に
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
西
田
新
会
長
を
中
心
に
創

立
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
諸

準
備
を
、
円
滑
に
推
進
し
て
い

た
だ
く
よ
う
期
待
い
た
し
ま

す
。

　

大
阪
の
高
校
教
育
も
学
区
の

再
編
成
な
ど
随
分
変
容
し
て
い

ま
す
が
、
阿
倍
野
高
校
に
入
れ

た
い
と
い
う
保
護
者
や
地
域
の

期
待
に
応
え
る
取
り
組
み
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
は
人
な
り
と
申
し
ま
す

が
、
同
窓
会
も
芝
蘭
会
と
命
名

さ
れ
、
芝
蘭
如
善
交
の
よ
う
に

素
晴
ら
し
い
人
の
集
い
と
い
う

お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

母
校
は
、
平
成
24
年
11
月
に

創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。
多

く
の
皆
様
と
母
校
の
創
立
90
周

年
を
お
祝
い
し
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
、

創
立
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
に
参
加
し
、記
念
事
業（
募

金
活
動
）
に
も
積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
活
動
の
充
実
や
母
校

創
立
90
周
年
の
事
業
が
成
功
い

た
し
ま
す
よ
う
、
同
窓
生
の
皆

様
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
挨
拶

芝
蘭
会
会
長

西
田

　
幸
弘
（
高
17
）

芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
へ

校　

長

奥
野

　
嘉
彦

の
新
役
員
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
先
般
、
同
窓
会
活
動
の
充

実
と
母
校
へ
の
支
援
を
中
心
に

し
た
新
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
を
立
て
て
い
た
だ
き
、
同
時

に
、
創
立
90
周
年
記
念
事
業
に

全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
も
決
定
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
志
や
豊
か
な
心
を

持
っ
た
立
派
な
阿
倍
高
生
を
育

成
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
陰
で
、
挨
拶
の
で
き
る
生

徒
が
増
え
、
学
力
も
向
上
し
、

進
学
実
績
等
も
顕
著
に
向
上
し

て
い
ま
す
。一
例
を
あ
げ
ま
す
。

こ
こ
5
〜
6
年
で
遅
刻
は
8
割

も
減
少
し
、
4
年
制
大
学
合
格

は
2
年
連
続
で
5
割
ず
つ
向
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
平
成
24
年
度

に
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
事
業
は
、
過
去
を
振
り
返

り
未
来
へ
夢
を
託
す
事
業
で
あ

り
ま
す
。
母
校
の
歴
史
を
現
役

の
生
徒
と
共
有
し
一
体
感
を
深

め
、
未
来
を
志
向
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
窓
生
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
と
共
に
創
立
90
周
年

を
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
は
多
く
の
困
難
を
抱

え
、
全
て
の
面
で
大
変
難
し
い

時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
芝
蘭

会
の
皆
様
と
と
も
に
若
者
の
育

成
・
教
育
に
日
本
の
未
来
を
見

つ
け
、
希
望
を
持
ち
た
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

意
味
の
と
お
り
、
良
き
人
材
を

育
成
・
輩
出
し
、
公
教
育
の
使

命
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

○
奥
野
嘉
彦
校
長
の
挑
戦
、
と     

芝
蘭
会
活
動
へ
の
期
待

　

こ
れ
ま
で
の
阿
倍
野
高
校
の

伝
統
を
継
承
さ
れ
、
奥
野
校
長

が
掲
げ
る
生
徒
に
「
志
」
を
持

た
せ
る
取
り
組
み
は
、
創
立
90

周
年
記
念
事
業
を
併
せ
、
府
教

育
委
員
会
で
も
高
く
評
価
さ

れ
、
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
で
展
開
さ
れ
て
い
る

「
東
京
り
ん
ど
う
会
」
は
春
の

総
会
・
秋
の
総
会
を
開
く
な
ど
、

参
加
し
て
楽
し
い
、
心
が
な
ご

む
、
温
か
い
、
う
ら
や
ま
し
い

運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
芝
蘭
会
活
動
が
現

役
、
現
・
旧
教
職
員
、
卒
業
生
、

P
T
A
関
係
者
、
地
域
の
方
々

を
含
め
充
実
さ
れ
ん
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
の
間
沢
山
の
同
窓

生
の
皆
様
と
出
会
い
、
交
流
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
部
活
動
O
B
連

絡
協
議
会
第
1
回
総
会
を
同
窓

会
館
で
開
催
し
、
沢
山
の
ク
ラ

ブ
の
O
B
代
表
に
集
ま
っ
て

頂
き
、
有
意
義
な
会
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
各
ク
ラ
ブ

の
O
B
が
、
現
役
学
生
と
積

極
的
に
交
流
し
応
援
し
て
い
く

こ
と
。
各
ク
ラ
ブ
の
O
B
同

士
の
横
の
繋
が
り
を
強
く
し
て

い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
自
身
も
、
赴
任
し
て
か
ら

サ
ッ
カ
ー
部
の
O
B
会
と
連

絡
を
取
り
合
い
、
第
2
グ
ラ
ン

ド
で
現
役
生
徒
と
O
B
の
試

合
を
行
っ
た
り
、
O
B
が
誘

い
合
っ
て
現
役
生
徒
の
公
式
戦

を
観
戦
し
て
頂
く
な
ど
、
現
役

生
徒
と
O
B
の
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
は

色
々
な
ク
ラ
ブ
の
O
B
会
が
、

同
窓
会
館
を
利
用
し
て
連
絡
会

を
開
い
て
頂
い
て
い
ま
す
。
校

内
幹
事
と
し
て
非
常
に
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
創
立
90
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
沢
山
の
同
窓

生
の
皆
様
に
、
協
力
を
仰
ぐ
こ

と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
校

内
幹
事
と
し
て
、
同
窓
生
の
皆

様
と
学
校
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

校
内
幹
事
挨
拶

校
内
幹
事

瀬
藤

　
秀
夫
（
高
31
）

芝
蘭
会
へ
の
期
待

前
校
長

前
田

　
嘉
昭
（
高
18
）
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 芝蘭会ホームページの本格的な再開は 9 月下旬の予定です。
新しいホームページは全体が完成するには半年以上の時間を必要とします。
9 月下旬の再開は芝蘭会ホームページの新しい一歩と考えております。皆様の温かいご支援とご協力のもと

「開かれたよりよい芝蘭会」がホームページも含め運営されることをスタッフ一同、心より願っております。

 阿倍野高校 90 周年事業のお知らせをどんどん掲載します。
2012 年 11 月 11 日に阿倍野高校は 90 周年を迎えます。
現在、創立 90 周年記念事業実行委員会にて企画・立案・推進をしています。
機関紙は年 1 度の発行ですが、芝蘭会ホームページは毎月更新されます。
記念事業が現役学生と保護者や同窓会の皆さんにとって有益な事業になるために、芝蘭会ホームページも大いに
ご利用いただき、いろいろな情報を頑張って掲載し、協力していきたいと考えております。

 新しい芝蘭会ホームページは同窓会の皆様にご利用していただけます。
同窓会員の皆さんが、同窓会、イベント、OB・OG 会、同期会を開かれる場合、芝蘭会ホームページをご利用下さい。

（FAX、チラシ作成などの面倒な作業が省けます。）
・開催日時、場所、会費、連絡先などを掲載することができます。
・開催後は写真や報告コメントが掲載できます。
当日来られなかった仲間の皆さんに、会の状況をホームページでお伝えすることができます。

 ホームページにどんどん反映していきます。皆さんの要望や提案を！
芝蘭会同窓会のホームページは皆さんのホームページです。新しい提案や要望をお伝え下さい。
できないものもあるかと思いますが、できる限り皆さんの声を取り上げていきたいと考えております。

「あの先生はいまどうされているか？」「現役学生の声が聞きたい」「阿倍高出身の有名な卒業生は？」
「学校周辺の街の様子は？」などなど。

ホームページアドレス：http://www.shirankai.jp/

芝蘭会ホームページ再開のお知らせ

N E W

芝蘭会ホームページは 2011 年 6 月前後から閉鎖されておりました。
芝蘭会 NEW ホームページとして 8 月初旬に再アップされました。
新体制・事業計画・予算書などが決定され、掲載されております。

今
年
の
7
月
16
日
の
評
議
員
会
に
て

下
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

︻
役
員
名
︼

顧
問 

道
満　

隆 

（
高
4
）

 

岡
本　

彰 

（
高
4
）

 

村
上　

信 

（
高
12
）

相
談
役 

毛
利　

泰
子 

（
高
2
）

 

佐
藤　

弘
一 

（
高
12
）

会
長 

西
田　

幸
弘 

（
高
17
）

副
会
長 

鍋
島　

英
昭 

（
高
17
）

 

松
下　

健
一 

（
高
18
）

書
記 

川
野　

浩
史 

（
高
31
）

会
計 

吉
永　

英
則 

（
高
18
）

 

平
松　

和
子 

（
高
23
）

会
計
監
査 

山
田　

拓
幸 

（
高
21
）

 

渡
辺　

正
浩 

（
高
28
）

︻
幹
事
名
︼

常
任
幹
事 

河
原　

皓
弌 

（
高
14
）

 

浦
地　

哲
夫 

（
高
17
）

 

宮
地　

克
茂 

（
高
18
）

幹
事 

村
上　

シ
ヅ 

（
女
15
）

 

柴
山　

美
保
子 （
女
17
）

 

橋
本　

胡
永 

（
女
17
）

 

田
中　

嘉
子 

（
女
20
）

 

清
野　

輝
子 

（
高
2
）

 

石
井　

重
光 

（
高
13
）

 

柏
原　

一
裕 

（
高
13
）

 

中
山　

裕 

（
高
16
）

 

岡
部　

万
里
子 （
高
17
）

 

山
根　

了
子 

（
高
18
）

 

前
田　

広
嗣 

（
高
23
）

事
務
長 

野
村　

紘
子 

（
高
17
）

︻
校
内
幹
事
名
︼

代
表 

瀬
藤　

秀
夫 

（
高
31
）

 

藤　
　

一
郎 

（
高
27
）

 

平
木　

桂
子 

（
高
27
）

役
員
改
選
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■
希
望
の
進
路
を
ほ
ぼ
実
現

　
　
四
大
進
学
が
増
加

　

今
春
、
63
期
生
3
6
0
名

が
卒
業
し
ま
し
た
。
63
期
生
は

す
べ
て
に
お
い
て
前
向
き
で
よ

い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
進
路
状
況
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
全
員
が
、

志
望
の
進
路
実
現
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
4
年
生
大
学
へ
の

進
学
者
が
2
年
連
続
で
約
1
割

増
え
、
6
割
を
超
え
ま
し
た
。

■
1
年
時
よ
り
夢
を

　

63
期
生
は
平
成
21
年
4
月
に

入
学
し
た
の
で
す
が
、
新
た
な

行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
学

直
後
の
5
月
の
宿
泊
学
習
で

す
。
水
間
の
少
年
の
家
で
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
集
団
訓

練
・
集
中
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

を
行
い
、
将
来
の
夢
を
考
え
さ

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
考
査
前
に
は
「
学
習

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
と
名
づ
け
て

学
校
で
全
員
に
勉
強
を
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
年
2
回
、
生
徒
の

学
習
状
況
を
全
国
と
比
較
し
な

が
ら
把
握
し
指
導
に
役
立
て
て

き
ま
し
た
。

■
文
武
両
道

　

体
育
大
会
の
応
援
団
等
の
活

動
に
も
熱
心
で
、
後
輩
を
よ
く

リ
ー
ド
し
、
大
変
立
派
な
内
容

で
し
た
。
勉
学
へ
の
切
り
替
え

も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、グ
ラ
フ
（
中
央
）

で
示
し
て
い
る
よ
う
に
家
庭
学

習
時
間
も
数
年
前
の
3
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

■
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰

　

本
校
卒
業
生（
主
に
大
学
生
）

の
協
力
を
得
て
の
土
曜
学
習

会
、
O
B
の
支
援
等
に
よ
る

夏
の
勉
強
合
宿
、
放
課
後
の
塾

に
よ
る
学
習
（
N
P
O
法
人

学
び
ネ
ッ
ト
阿
倍
野
主
催
）等
、

様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

■
続
く
後
輩
た
ち

　

現
役
生
も
よ
く
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
全
国
と
比
較
し
て
の
成

績
や
家
庭
学
習
状
況
か
ら
判
断

し
て
、
先
輩
（
63
期
生
）
と
同

等
ま
た
は
同
等
以
上
の
結
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

母校
だより進学校への歩み

進路指導部長　五十嵐　勝彦

退
　
職 

▼
▼
▼

理
　
科 

藤
井　
　

隆
（
再
任
用
）

 

吉
川　

正
男
（
再
任
用
）

英
　
語 

中
野　

芳
一
（
再
任
用
）

転
　
出 

▼
▼
▼

国
　
語 

野
村　

真
理
（
長
吉
高
校
へ
）

数
　
学 

兼
西　
　

潤

理
　
科 

仲
田　

利
彦
（
島
本
高
校
へ
）

転
　
入 

▼
▼
▼

国
　
語 

松
田　

昌
子
（
大
和
川
高
校
よ
り
）

 

木
野　

実
孝
（
藤
井
寺
工
科
高
校
よ
り
）

数
　
学 

高
田　

佳
具

理
　
科 

黒
瀬　

雄
士
（
八
尾
翠
翔
高
校
よ
り
）

美
　
術 

木
村　

正
紀
（
羽
曳
野
高
校
よ
り
）

体
　
育 

植
田　
　

実
（
大
和
川
高
校
よ
り
）

英
　
語 

山
下　

智
士

技
　
師 

中
井　

利
明
（
狭
山
高
校
よ
り
）

教
職
員
異
動
報
告

1
組  

足
達　

泰
史

 
 

牧
村　

友
香

2
組　

 

竹
中　

淳

 
 

浅
井　

香

3
組 

◎ 

野
田　

淳
仁

 

◎ 

西
本　

琴
美

4
組  

藤
原　

直
人

 
 

金
田　

怜
香

5
組  

古
橋　

裕
大

 
 

田
淵　

桃
子

6
組  

山
内　

圭
一
朗

 
 

荒
瀬　

若
菜

7
組  

木
下　

大
樹

 
 

中
谷　

優
花

8
組  

芝　
　

裕
也

 
 

杉
原　

七
海

 

◎
は
評
議
員
（
敬
称
略
）

第
63
期
生
同
窓
会
委
員

クラブ一覧
運動部

男子硬式テニス 女子硬式テニス 男子ハンドボール 女子ハンドボール サッカー

硬式野球 ラグビー 陸上 男子ソフトボール 女子ソフトボール

女子バレーボール バドミントン 男子バスケット 女子バスケット 剣道

水泳 卓球 ダンス 柔道 登山ワンゲル

文化部
吹奏楽 音楽 美術 書道 軽音エレキ

クッキング 漫画研究 図書 ESS パソコン

放送 文芸 茶道 朝鮮文化研究

阿倍野高校行事
4 月 8 日
　　入学式
5 月 2・3 日
　　1 年宿泊研修
6 月 3 日
　　体育大会
6 月 17 ～ 20 日
　　修学旅行 北海道・富良野方面
8 月 1 日～ 15 日
　　ニュージーランド語学研修
9 月 9・10 日
　　文化祭
平成 24 年 3 月 6 日
　　卒業式

遅刻数（年間延べ人数）

H170

2000

4000

6000

8000

10000

12000

H18 H19 H20 H21 H22

勉強時間（3年4月、国英数の合計（分））

H20

27

0
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80

20
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40
50
60
70

26

56

74

H21 H22 H23

4年制大学現役合格者数

H19（7c）

172
136

204

321

H20（6c） H21（7c） H22（8c）0

50

100

150

200

250

300

350

（c:クラス数）

（
敬
称
略
）
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男子硬式テニス部
 ●大阪春季大会
  シングルス　ベスト64　木下
 ● 3学区大会
  シングルス　第3位　木下／錦野／日崎／池田
　●堺市種目別大会　団体戦　第3位

女子硬式テニス部
 ●大阪春季大会
  シングルス　ベスト64　佐々木
  ダブルス　　ベスト64　佐々木・原／蒲生・景山
  団体戦　　　ベスト32
 ● 3学区大会
  ダブルス　第3位　佐々木・原
  団体戦　　優勝
　●堺市種目別大会　団体戦　優勝

女子バレーボール部
 ●大阪高校新人大会　2回戦進出
 ●春季部別大会　　　2部残留
 ●近畿大会予選　　　3回戦進出

サッカー部
 ●大阪高校新人戦　3回戦進出
 ●大阪春季大会　　2回戦進出

クラブ だより
（半年分）

ラグビー部
 ●大阪高校総体　予選リーグ　第1位

硬式野球部
 ●夏季大会　1回戦敗退

男子バスケットボール部
 ●インターハイ大阪予選　1回戦　敗退

女子バスケットボール部
 ●インターハイ大阪予選　1回戦　敗退

陸上部
 ●大阪高校総体
  地区予選　男子110H　第6位　田伏

剣道部
 ●インターハイ大阪予選
  男・女個人戦 　1回戦　敗退
  男子団体戦　　1回戦　敗退

男子ソフトボール部
 ●春季大会　　　　　　　1回戦　敗退
 ●インターハイ大阪予選　2回戦　敗退

女子ソフトボール部
　●春季大会　　　　　　　1回戦　敗退
　●インターハイ大阪予選　1回戦　敗退

卓球部
 ●大阪高校選手権　1回戦　敗退

ハンドボール部
 ●インターハイ大阪予選
  男・女共　1回戦　敗退

バドミントン部
 ●春季大会
  女子学校対抗　　　府ベスト8
  女子Ⅱ部ダブルス　ベスト16　小門・本内
 ●第3学区協議会
  女子シングルス　第3位　田枝
  女子ダブルス 　　第3位　田枝・野口

水泳部
 ●春季13校戦　　　女子総合　第3位
 ●高校総体中央大会　出場

吹奏楽部
 ●大阪府アンサンブルコンテスト
  打楽器四重奏　銀賞
 ●大阪府芸術文化祭　参加
 ●第50回大阪府吹奏楽コンクール
  中地区大会　金賞　代表

軽音エレキ部
 ●帝塚山音楽祭 参加

期生 名　前
女1
女2
女3
女4
女5
女6
女7 吉村（吉村）美代
女8 井岡　美喜恵
女9 藤森（和田）敦子

女10
女11 小橋　豊 會田（長棟）俊子
女12 井上（宮沢）富子
女13
女14 竹花（重松）敏子
女15 稲葉　のぶ 笹岡（友田）敏子

村上　シヅ
女16 太田（太田）冨美子 西村　玲子
女17 柴山（西田）美保子 橋本（小畑）胡永
女18 和田（倉田）千代子 田宮（広瀬）美千代
女19
女20 杉井（丹羽）正子
女21 三木（長浜）満江
女22 坪井　千恵子
女23
高1 西山（倉橋）美保子
高2 清野（村井）輝子 毛利　泰子
高3 松岡（桐本）朝生
高4 大菊　佳代
高5 山中（池口）良子 小泉　雄三

今井（松並）久子

期生 名　前
高6 菊田　朋義
高7 田土（山田）和子 吉村　洸二
高8 勝田（薮田）昌子
高9 松木　進

高10 加藤　夫佐子 難波　弘法
高11 奥西（奥西）良江 中谷　一夫
高12 藤本（吉本）冨美子
高13 田村（斉藤）久美子 山本　泰蔵

西村　　力
高14 岩　矩夫 小笠原（浅井）冨美子
高15 貴瀬　昌義 藤原（西川）和子
高16 中山　裕
高17 宮内（風野）勝子 黒川　年雄
高18 森本　利彦 浜田（西尾）清美
高19 小川（永田）恭子 石野　満夫
高20 松井　玉江
高21 西田（松原）せい子
高22 関（堀田）志保子 沼野（前田）實
高23 佐藤（庄司）起代子 竹本　英二
高24 谷口　雅彦 大賀（米田）真理子

和田谷　吉徳
高25 池田　雅一 上村（古賀）久子
高26
高27 山田　博司 山尾（保々）真弓
高28 樹村　茂樹 東條（森下）佳代子
高29 西井　勉
高30 佐竹　章弘 渡辺（中野）梨恵
高31 福田（清水）裕美
高32 西田（野田）恵美子
高33 岡田（前田）有紀子

期生 名　前
高34 正垣　圭三 岩坂（杉田）智美
高35 有田（中島）明里子
高36 平山　剛 田中（北橋）靖子
高37 林（中川）喜代子
高38 河村（給田）朋子 岡本　禎晃
高39 杉岡　雅仁 梁本　季實
高40 川西　恵美子
高41
高42 正岡（松本）明子 正岡　研地
高43 松原（山本）純子 橋本　佳征
高44 谷　貴彦
高45 森谷　真由美
高46 木村　友紀
高47 藤井　則和
高48 中野　志麻
高49 永島　裕士
高50 日下　絵美
高51 奥　栄子 菊田　匡
高52 淵脇　裕之
高53 杉谷　洋紀 竹本　葵
高54 水田　亜由美
高55 福井　雄大 武居（寺尾）祐子
高56 吉田　真理
高57 蜷尾　ひかり
高58 大澤　一貴 迫田　宗大
高59 林　榮美 籠谷　舞
高60 福村　達耶
高61
高62 岡崎　幸太 吉永　千紗

評 議 員 一 覧 （敬称略）

※空欄でお名前のない回生は、評議員がいないか住所不明の場合です。事務局まで至急ご連絡下さい。　（原則　各回生 2 名です。）
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旧
職
員 

●
高
齢
者
（
93
歳
）
に
な
り
ま
し

た
が
、
堺
女
子
短
大
・
堺
女
子

高
校
に
理
事
と
し
て
つ
と
め
て

い
ま
す
。（
非
常
勤
）

　

大
阪
府
の
代
表
と
し
て
私
学
共

済
年
金
全
国
協
議
会
会
長
と
し

て
3
ヶ
月
に
1
回
上
京
。
共

済
年
金
の
た
め
、
精
進
い
た

し
て
お
り
ま
す
。（
国
公
立
私

学　

J
R　

郵
政
）（
現
職
・

O
B
・
O
G
）

　

貴
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

竹
内　

徹

 

女
学
校 

●
ま
だ
生
き
て
い
ま
す
。
大
正
７

年
10
月
27
日
生
、
丁
度
92
歳
に

な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
同
窓
会

報
芝
蘭
会
お
送
り
下
さ
い
ま
し

て
、
70
年
前
の
学
校
の
事
、
思

い
出
し
て
な
つ
か
し
い
で
す
。

白
井
、
川
井
校
長
を
は
じ
め
裁

縫
の
原
先
生
、英
語
の
原
先
生
、

藤
谷
先
生
、
国
語
の
金
子
先
生

美
人
で
し
た
。

　

芝
蘭
会
の
益
々
の
御
発
展
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

　

年
会
費
2
、0
0
0
円
払
込
み

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

永
田
（
北
村
）
楢
千
代　

女
10

●
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
自
分
を
セ
ー
ブ
し
な
が
ら

絵
を
描
き
、
旅
を
楽
し
み
な
が

ら
日
々
一
年
は
と
て
も
早
く
感

じ
ま
す
ね
。
7
月
1
日
か
ら
ア

メ
リ
カ
大
西
部
の
魅
惑
を
求
め

13
州
を
完
走
致
し
ま
し
た
。
特

に
4
、0
0
0
粁
級
の
ア
メ
リ

カ
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
、
ロ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
、
マ
ウ
ン
ト
・

バ
ー
ニ
ー
は
ど
れ
程
魅
了
し
た

こ
と
か
。
大
自
然
の
驚
異
に
溢

れ
た
景
観
、
又
息
を
の
む
絶
景

の
数
々
を
大
い
に
満
喫
し
て

1
ヶ
月
の
旅
は
終
わ
り
ま
し

た
。

　

11
月
の
総
会
は
是
非
出
席
と
楽

し
ん
で
居
ま
し
た
が
、
夜
は
残

念
な
が
ら
欠
席
で
す
。
来
年
は

や
は
り
昼
に
お
願
い
し
た
い
で

す
ね
。
大
正
人
間
を
お
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
ね
。
皆
様
お
健
や

か
に
。

斎
藤　

美
代
子　

女
14

●
何
時
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中　

嘉
子　

女
20

 
高
　
校 

●
今
夏
の
長
き
に
亙
る
猛
暑
は
、

少
々
こ
た
え
ま
し
た
。
冷
房
に

す
れ
ば
、悪
い
膝
が
泣
き
ま
す
。

お
困
り
の
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
し
涼

し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
元
気

に
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
度
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
は
結
婚
式
と
重
な
り
ま
す

の
で
残
念
な
が
ら
欠
席
致
し
ま

す
。
役
員
皆
々
様
の
ご
苦
労
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

清
野　

輝
子　

高
2

●
私
は
会
社
に
勤
め
て
い
た
頃
、

昭
和
45
年
カ
メ
ラ
部
に
誘
わ
れ

た
の
が
動
機
で
、
今
も
ず
っ
と

写
真
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
東

京
写
真
研
究
会
主
催
の
公
募
写

真
展
「
研
展
」
に
は
今
年
で
4

年
連
続
入
選
し
ま
し
た
。
そ
の

作
品
は
毎
夏
8
月
半
ば
に
大
阪

市
立
美
術
館
で
出
展
さ
れ
ま
す

が
、
高
校
時
代
の
友
達
が
数
名

見
に
来
て
く
れ
ま
す
の
で
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
外
、
春
・
秋
に
写
真
教
室

の
写
真
展
が
大
阪
市
内
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
ま
す
が
、

ず
っ
と
み
ん
な
が
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
す
か
ら
、
高
校
で
の
絆

の
深
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
お

り
ま
す
。

谷
本　

澄
子　

高
８

●
会
報
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
国
民
読
書
年
」
の
今
年
、
所

属
す
る
読
書
会
が
30
周
年
を
迎

え
、
改
め
て
読
書
か
ら
学
ぶ
こ

と
の
大
切
さ
を
思
い
ま
し
た
。

最
晩
年
を
本
校
の
国
語
科
教
諭

と
し
て
勤
務
さ
れ
た
伊
東
静
雄

先
生
の
若
き
日
の
日
記
が
今
年

3
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。「
伊

東
静
雄
日
記
・
詩
へ
の
か
ど
で
」

と
題
す
る
重
さ
1
㎏
、
頁
数

5
0
0
に
余
る
そ
の
本
に
は
、

近
代
叙
情
詩
を
代
表
す
る
詩
人

の
青
春
の
日
々
が
刻
ま
れ
、
強

く
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

“
秋
暑
し
男
も
す
な
る
耳
飾
り
”

葉
子

福
本
（
中
井
）
葉
子　

高
11

●
毎
年
6
月
に
同
期
会
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
も
、
今
年
も
、
新
し

い
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
も
う
す
ぐ
卒
後

50
年
に
な
り
ま
す
。
沢
山
の
新

し
い
お
顔
に
会
え
ま
す
よ
う

に
！
元
気
で
い
き
い
き
!!

小
笠
原
（
浅
井
）
冨
美
子　

高
14

●
昨
年
64
歳
で
退
職
後
、
湯
河
原

「
う
お
き
」
で
の
同
期
会
に
高

校
卒
業
後
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
大
先
輩
が
経
営
さ
れ
て
い

る
「
う
お
き
」
の
お
料
理
は
大

変
お
い
し
く
、
又
と
て
も
懐
か

し
い
面
々
と
の
再
会
は
正
に
隔

世
の
感
有
り
で
し
た
。
同
時
に

急
に
母
校
が
懐
か
し
く
な
り
初

め
て
芝
蘭
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

く
次
第
。
放
課
後
、
確
か
ス
テ

（
平
成
22
年
度
返
信
ハ
ガ
キ
通
信
欄
よ
り
）
敬
称
略・順
不
同

ー
会
員
だ
よ
り
ー

ー
会
員
だ
よ
り
ー

ー
会
員
だ
よ
り
ー

近
況
報
告
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念
の
平
成
24
年
に
計
画
中
で

す
!!

前
田　

広
嗣　

高
23

●
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
報
Ｌ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
誌
9
月
号
48
ペ
ー
ジ
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
奉
仕
活
動
に
精
進

出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

川
野　

浩
史　

高
31

『
学
校
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
』

●
3
年
前
に
評
議
員
と
し
て
学
校

の
門
を
く
ぐ
っ
て
以
来
同
窓
会

館
に
出
か
け
る
機
会
が
増
し
、

そ
の
度
に
学
生
た
ち
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
か
け
声
や
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
音
に
懐

か
し
さ
や
、
学
生
時
代
へ
の
郷

愁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
後
輩
た

ち
の
活
躍
を
知
り
〝
ガ
ン
バ
ッ

テ
ル
な
!!
〟
と
か
、〝
私
た
ち

の
方
が
元
気
だ
っ
た
か
な
〟
と

か
、
校
庭
・
運
動
場
の
掛
け
声

や
歓
声
に
一
喜
一
憂
│
も
う

50
年
近
く
も
前
の
こ
と
な
の
に

私
自
身
が
高
校
生
の
よ
う
に
心

と
き
め
い
て
い
ま
す
。
学
校
の

テ
コ
姿
で
テ
ニ
ス
に
興
じ
て
お

ら
れ
た
赤
間
校
長
時
代
の
自
由

な
校
風
は
今
…
。

　

我
が
阿
倍
高
の
発
展
を
心
よ
り

祈
り
つ
つ
、
弥
栄
。

瀬
崎　

睦
夫　

高
16

●
本
年
3
月
に
て
リ
タ
イ
ア
し

て
、
少
し
そ
の
生
活
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
高
校
を
卒

業
し
て
45
年
、
あ
っ
と
言
う
間

の
出
来
事
の
よ
う
で
す
。

大
川　

惠
司　

高
17

●
漢
文
の
授
業
で
、
青
木
成
夫
先

生
か
ら
論
語
の
一
節
を
教
え
て

頂
い
た
。
そ
こ
に
「
耳
順
」
と

い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

今
年
定
年
退
職
と
な
っ
て
、
な

か
な
か
“
他
者
の
言
を
す
な
お

に
聞
い
て
い
な
い
”
自
分
に
気

づ
く
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

還
暦
は
あ
る
意
味
ス
タ
ー
ト
で

も
あ
る
。
耳
順
の
ご
と
く
、
他

者
の
話
を
す
な
お
に
聞
く
が
、

卒
業
寄
書
き
に
し
る
し
た
様
に

“
真
理
を
疑
う
”
と
い
う
問
い

掛
け
の
姿
勢
を
持
ち
続
け
た
い

…
高
校
生
の
頃
の
“
青
い
心
”

で
。

藤
井　

功　

高
20

●
23
期
の
次
回
同
期
会
、
還
暦
記

　

今
年
は
5
年
に
1
度
の
会
員
名

簿
発
行
の
年
で
す
。

　

平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
個
人

情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
個
人

情
報
の
有
効
性
に
配
慮
し
な
が

ら
、
個
人
情
報
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本

会
で
は
、
母
校
と
同
窓
生
を
つ
な

ぐ
絆
と
し
て
、
ま
た
共
に
巣
立
っ

た
仲
間
を
互
い
に
確
認
す
る
資
料

と
し
て
、
会
員
名
簿
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
会
員
名
簿
発
行
に
お

い
て
も
、
こ
の
法
の
精
神
を
十
分

に
尊
重
し
、
慎
重
に
会
員
の
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
よ
う
努
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
名
簿
の
作
成
か

会
員
名
簿
発
行
の
ご
案
内
と

ご
購
入
の
お
願
い

佇
ま
い
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り

阿
倍
高
だ
な
あ
と
い
う
感
慨
が

あ
り
ま
す
。

　

今
、
阿
倍
高
創
立
90
周
年
に
向

け
て
色
々
な
会
合
、
分
科
会
が

開
か
れ
、
同
窓
会
は
益
々
忙
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
色
々
な
出
会
い
も
あ
り
、
役

員
を
さ
れ
て
い
る
高
女
の
方
々

も
「
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
な
!!
」

と
思
わ
れ
ま
す
し
、
後
輩
た
ち

の
パ
ワ
ー
に
も
圧
倒
さ
れ
そ
う

で
す
。
先
輩
・
後
輩
、
笑
え
ま

し
く
楽
し
い
交
流
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
交
流
に
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
学
校
へ

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
窓
会
館

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

岡
部　

万
里
子
（
高
17
）

●
代
替
医
療
従
事
者
を
中
心
と
し

た
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
に

癒
し
を
届
け
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
月
大
阪
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ア
ロ
マ
や

足
も
み
な
ど
、
様
々
な
ブ
ー
ス

を
設
置
し
売
上
で
被
災
地
に
訪

問
施
術
を
行
う
一
方
で
、
大
阪

在
住
の
被
災
者
を
イ
ベ
ン
ト
に

ご
招
待
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
下

さ
る
方
（
年
齢
性
別
不
問
、
特

技
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

畠
中
（
畠
中
）
恵
美　

高
44

ら
販
売
・
発
送
ま
で
、
㈱
サ
ラ
ト

に
正
式
に
委
託
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
㈱
サ
ラ
ト
は
、
会
員
名
簿

の
作
成
で
は
30
年
の
実
績
が
あ

り
、
ま
た
財
団
法
人
日
本
情
報
処

理
開
発
協
会
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
本
会
同
様
、
個
人
情
報
保
護

の
制
約
を
遵
守
し
、
よ
り
充
実
し

た
名
簿
作
成
に
向
け
て
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
11
月
に
発

行
の
予
定
で
す
。
前
執
行
部
が
㈱

サ
ラ
ト
と
話
を
進
め
て
い
た
の
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。
お
問
合
わ

せ
は
㈱
サ
ラ
ト
、
又
は
事
務
局
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

㈱
サ
ラ
ト
以
外
の
問
合
わ
せ
に
は

ご
注
意
下
さ
い
。

　

同
期
会
や
各
ク
ラ
ブ
の
O
B
・

O
G
会
に
活
か
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
協

力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

㈱
サ
ラ
ト

☎
0
7
9
︲
2
8
4
︲
1
3
8
0

事
務
局

☎
0
6

−

6
6
2
7
︲
1
0
0
4
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2010（平成 22）年度　一般会計決算
収入の部

科　　　目 2010 年度予算額 2010 年度決算額 備　　　考
前年度よりの繰越金 3,119,925 3,119,925

会　　　費 2,500,000 2,969,030 年会費
入　会　金 2,400,000 2,448,000 8,000 円× 306 人
総 会 会 費 512,000 8,000 円× 64 人
寄　付　金 0 2,000

書籍・名簿販売収入 42,700
雑　収　入 1,000 204,620 利息他
合　　　計 8,020,925 9,298,275

2011（平成 23）年度　一般会計予算
収入の部

科　　　目 2011 年度予算額 2010 年度予算額 備　　　考
前年度よりの繰越金 3,400,809 3,119,925

会　　　費 3,000,000 2,500,000 年会費
入　会　金 2,560,000 2,400,000 8,000 円× 320 人
寄　付　金 0 0
総 会 会 費 600,000 6,000 円× 100 人
雑　収　入 500 1,000 利息
合　　　計 9,561,309 8,020,925

2010（平成 22）年度　基金決算
収入の部

科　　　目 2010 年度予算額 2010 年度決算額
前年度よりの繰越金 7,774,246 7,774,246

一般会計より 0 0
寄　付　金 0 0
利子・利息 10,000 3,475
合　　　計 7,784,246 7,777,721

2011（平成 23）年度　基金予算
収入の部

科　　　目 2011 年度予算額 2010 年度予算額
前年度よりの繰越金 7,777,721 7,774,246

一般会計より 500,000 0
寄　付　金 0 0
利子・利息 4,000 10,000
合　　　計 8,281,721 7,784,246

支出の部
科　　　目 2010 年度予算額 2010 年度決算額 備　　　考
消耗備品費 250,000 261,316 パソコン・事務用品他
印　刷　費 2,000,000 1,346,455 会報・会員便り・封筒・振込み用紙・葉書他
通　信　費 2,000,000 1,225,388 会報発送費・電話・インターネット・葉書・切手他

委員会及び総会費 900,000 1,039,565 総会・役員会・評議員会・歓送迎会
事　務　費 2,200,000 1,694,702 会報発送作業・事務局費・HP 入替費・資料保存管理他
会報編集費 200,000 85,151 作製作業費・交通費他
慶　弔　費 100,000 52,612 餞別金・お香料他
学校援助費 100,000 71,210 ブラスバンド他
雑　支　出 0 121,067
基金組入れ 0 0
予　備　費 270,925 0
合　　　計 8,020,925 5,897,466

支出の部
科　　　目 2011 年度予算額 2010 年度予算額 備　　　考
消耗備品費 200,000 250,000 パソコン・事務用品他
印　刷　費 300,000 2,000,000 会報・会員便り・封筒・振込み用紙・葉書他
通　信　費 500,000 2,000,000（会報発送費）・電話・インターネット・切手他

委員会及び総会費 1,000,000 900,000 総会・役員会・評議員会・歓送迎会
会報発行費 2,500,000 （会報作成・会報発送）
事　務　費 0 2,200,000（会報発送作業・事務局費・HP 入替費・資料保存管理他）
事 務 局 費 500,000 （人件費）
HP 運営費 400,000 （HP 運営費）
会報編集費 0 200,000（作製作業費・交通費他）
慶　弔　費 50,000 100,000 餞別金・お香料他
学校援助費 0 100,000（ブラスバンド他）

現役活動助成金 500,000 （学校活動・クラブ活動他）
NPO 活動助成金 50,000 （阿倍高塾・ガーデニング活動他）
サークル活動助成金 50,000 （会員のサークル活動）
90 周年事業費 50,000 （阿倍野高校 90 周年事業活動経費）

雑　　　費 100,000
基金組入れ 500,000 0
予　備　費 380,000 270,925
合　　　計 7,080,000 8,020,925

収　　入 9,298,275
支　　出 5,897,466

次年度繰越金 3,400,809

次年度繰越金 2,481,309

収　　入 7,777,721
支　　出 0
次年度繰越金 7,777,721

次年度繰越金 8,281,721

支出の部
科　　　目 支　　出

0
合　　　計 0

支出の部
科　　　目 支　　出

0
合　　　計 0

回生別年会費納入者一覧（2010 年度）
回　生 人数 回　生 人数 回　生 人数 回　生 人数 回　生 人数

現役職員 女 17 26 高 9 25 高 27 16 高 45
旧職員 12 女 18 19 高 10 28 高 28 8 高 46 1
女 1 女 19 30 高 11 27 高 29 8 高 47
女 2 女 20 23 高 12 41 高 30 5 高 48
女 3 2 女 21 13 高 13 32 高 31 15 高 49
女 4 1 　 女 21 ⑤ 10 高 14 26 高 32 6 高 50
女 5 1 女 22 19 高 15 21 高 33 2 高 51 1
女 6 2 女 23 19 高 16 25 高 34 4 高 52 1
女 7 4 併 1 4 高 17 19 高 35 1 高 53 1
女 8 6 併 2 高 18 12 高 36 5 高 54 1
女 9 3 高 1 高 19 22 高 37 1 高 55

女 10 9 高 2 19 高 20 26 高 38 4 高 56 1
女 11 9 高 3 39 高 21 21 高 39 3 高 57 2
女 12 6 高 4 30 高 22 12 高 40 高 58
女 13 9 高 5 25 高 23 11 高 41 3 高 59
女 14 14 高 6 21 高 24 7 高 42 4 高 60
女 15 15 高 7 33 高 25 17 高 43 3 高 61
女 16 10 高 8 26 高 26 16 高 44 1 計 944

2009 年度 979 名（2008 年度 940 名）

　

会
員
の
皆
様
に
は
年
会
費
を
納
入
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
運
営
は
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
に
よ
り
成

り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
少
子
化
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
同
窓
会
も
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
新
入
会
員
の
入

会
金
の
み
で
は
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
数
年
来
、
年

会
費
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
納
入
頂

き
同
窓
会
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

尚
、
5
年
分
、
10
年
分
ま
と
め
て
の
納
入
も
事
務
局
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
管
理
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

大阪府立阿倍野高等学校芝蘭会　会計報告

年
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
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─ お知らせ ─
お世話になっております阿倍野高校は、来年秋に 90 周年
を迎えられます。
創立 90周年記念式典で出演予定も検討しておりますので、
皆様のご参加をお待ちしております。

　

今
年
も
、
こ
の
欄
を
お
借
り

し
て
「
東
京
り
ん
ど
う
会
」
の

活
動
を
皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
は
ま
ず
、「
東
京
り
ん

ど
う
会
」
の
創
設
に
尽
力
さ
れ

た
高
女
1
回
生
森
二
子
様
・
高

女
8
回
生
藤
田
淑
子
様
（
と
も

に
故
人
）
が
以
前
、
り
ん
ど
う

会
報
に
寄
せ
ら
れ
た
記
事
を
も

と
に
「
東
京
り
ん
ど
う
会
」
の

歴
史
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

﹃　

﹄
内
は
記
事
か
ら
の
引
用

で
す
。

　
「
東
京
り
ん
ど
う
会
」
は
今

か
ら
70
年
以
上
も
前
に
「
芝
蘭

会
東
京
支
部
」
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。﹃
当
時
は
総
会
は
な

く
、
修
学
旅
行
で
東
京
に
い
ら

し
た
時
、
宿
に
伺
い
先
生
と
短

い
時
間
お
話
を
す
る
の
が
楽
し

み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。﹄
東
京

↓
大
阪
の
距
離
感
が
現
在
の
何

倍
も
長
か
っ
た
時
代
、
ふ
る
さ

と
を
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
同

窓
生
が
集
ま
り
母
校
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
親
睦

を
は
か
る
団
体
だ
っ
た
よ
う
で

す
。﹃
芝
蘭
会
東
京
支
部
も
戦

争
と
同
時
に
立
ち
消
え
に
な

り
、
し
ば
ら
く
皆
様
と
の
交
流

も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。﹄
そ
し
て
戦
後
。﹃
昭
和
27

年
頃
、
新
橋
演
舞
場
で
大
屋
政

子
さ
ん
（
高
女
12
回
生
）
に
大

声
で
呼
び
止
め
ら
れ
た
の
が
出

会
い
の
始
ま
り
と
な
っ
て
（
中

略
）
話
し
合
い
の
時
を
再
三
持

ち
、
開
会
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。（
中
略
）
1
回
目
が
上
野

公
園
で
あ
り
、
そ
の
後
延
々
と

続
い
て
き
ま
し
た
。﹄

☆　

☆　

☆

　

さ
て
、
今
年
の
春
の
総
会
は

あ
の
震
災
後
日
も
浅
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
元
気

な
姿
を
確
認
し
合
お
う
と
い
う

こ
と
で
5
月
28
・
29
日
に
例
年

ど
お
り
湯
河
原
の
「
う
お
き
」

に
集
い
ま
し
た
。
茨
城
県
で
被

災
し
た
会
員
も
無
事
に
参
加

し
、
い
つ
も
の
こ
と
が
い
つ
も

ど
お
り
に
で
き
る
幸
せ
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

秋
の
会
は
10
月
に
銀
座
で
開

催
予
定
で
す
。

　

な
お
現
在
の
「
東
京
り
ん
ど

う
会
」
は
芝
蘭
会
の
支
部
で
は

な
い
親
睦
団
体
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

講
師
は

阿
倍
野
高
校 

城
市
先
生
で
す
。

毎
月
3
回 

水
曜
日 

午
後
よ
り

阿
倍
野
高
校
1
階
書
道
教
室
に

て
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

習
字
・
ペ
ン
習
字
・
写
経
・

か
な
書 

ほ
か
。

日
々
の
生
活
か
ら
少
し
離
れ
て

書
の
あ
る
暮
ら
し
を

ご
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

書
の
基
礎
を
踏
ま
え
な
が
ら
時

と
し
て
自
分
の
心
の
お
も
む
く

ま
ま
に
自
由
奔
放
に
書
を
描
い

て　

人
生
の
感
動
す
る
言
葉
に

出
逢
っ
た
と
き　

自
分
流
に
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た　

写
経
に
よ
っ
て
静
か
に

落
ち
着
い
た
時
間
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
祈
り
や
願
い
を
生

活
の
中
に
活
か
し
て
い
く
一
つ

の
証
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

書
道
の
経
験
が
な
い
方
で
も
基

礎
か
ら
創
作
ま
で
丁
寧
に
お
教

え
し
ま
す
。

き
っ
と
書
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

練習は阿倍野高校 4階音楽室をお借りして
毎月第 1・2水曜日 13 時 30 分～ 15時まで
行っております。
今年度は阿倍野高校文化祭に出演予定しております。初心
者の方からコーラス大好き !! という方まで…
現在、参加者を大募集です。
興味のある方は、ぜひご参加下さい。

阿倍高同窓生を中心に毎月 1回阿倍野高校校庭で
ガーデニングを行っております。
大阪一美しい学校を目指しています。
同窓生どなたでも参加できます。
一度参加してみませんか。

日時：毎週第１土曜日 9 時 30分～約 2時間程度
場所：阿倍野高校校庭

世話人　佐藤　弘一（高 12）

●●● 参加者募集 ●●●

♪

♪♬

♬
♩コーラス教室阿倍高ガーデニングの集い

書
道
教
室

奥村（白鳥）直子（高 9）　

東
京
り
ん
ど
う
会
だ
よ
り

浅
野
（
竹
谷
）
由
美
（
高
21
）

※詳しくは事務局までお問合せ下さい。

連絡先：学びネット阿倍野
☎ 06－6628－1461

連
絡
先
学
び
ネ
ッ
ト
阿
倍
野

☎
0
6
│

6
6
2
8
│

1
4
6
1

♪

♪♪

♬
♩

♩
♬

♬



阿 倍 野 高 校 同 窓 会 報 （ 10 ）2011 年 10 月 1 日（土曜日）

『
八
桜
会
』
総
会
開
催

上
中

　
勝
子
（
高
8
）

　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

大
阪
駅
の
上
に
あ
る
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
の
20
階
「
名

庭
の
間
」
で
第
2
回
目
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
期
の
物
故
者

と
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
泉
代
表
幹

事
の
活
動
報
告
、
勝
田
副
代
表

の
会
計
報
告
の
後
、
乾
杯
か
ら

懇
親
会
へ
。
今
回
も
お
料
理
が

次
々
と
テ
ー
ブ
ル
へ
運
ば
れ
、

度
々
取
り
に
立
ち
上
が
ら
な
く

て
も
い
い
の
で
と
て
も
有
難
い

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
幹
事
の
選
出
を

し
、
校
歌
斉
唱
、
全
員
の
記
念

写
真
を
撮
り
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。

　

前
回
と
同
様
に
、
去
年
9
月

に
行
き
ま
し
た
奥
飛
騨
・
新
平

湯
温
泉
・
白
川
郷
の
親
睦
旅
行

の
写
真
展
が
A
4
サ
イ
ズ
で

会
場
に
展
示
さ
れ
、
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
又
、
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
募
集
を
行
い
、

有
志
の
方
々
か
ら
多
額
の
募
金

が
集
ま
り
、
後
日
、
日
本
赤
十

字
社
大
阪
府
本
部
に
お
届
け
を

し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
同
期
会
開
催
報
告

加
賀
本

　
昭
雄
（
高
14
）

　　

本
年
度
の
同
期
会
を
、
6
月

12
日
（
日
）
13
時
か
ら
楓
林
閣

阿
倍
野
橋
店
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

千
葉
・
愛
知
・
福
井
等
遠
路

は
る
ば
る
の
参
加
者
も
含
め
総

勢
59
名
、
中
華
料
理
に
舌
鼓
、

飲
み
放
題
、
し
ゃ
べ
り
放
題
、

各
種
出
し
物
に
大
は
し
ゃ
ぎ
、

久
々
に
青
春
時
代
に
還
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
4
時
間

た
っ
ぷ
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

記
念
写
真
は
初
め
て
屋
外
で

撮
影
し
ま
し
た
。
屋
上
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
、
名
カ
メ
ラ
マ
ン

河
原
・
江
上
・
吉
原
各
君
に
よ

り
素
晴
ら
し
い
写
真
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
き
、
本
年
度

逝
去
さ
れ
た
大
木
（
旧
姓
小
久

保
）
伸
子
さ
ん
、
東
日
本
大
震

災
被
災
者
の
方
々
の
霊
に
対
し

黙
祷
、
御
霊
安
か
れ
と
祈
り
ま

し
た
。

　

八
木
君
の
乾
杯
で
い
よ
い
よ

宴
開
始
、
今
回
は
4
時
間
の
長

丁
場
、
幹
事
の
「
時
間
を
持
て

余
す
の
で
は
な
い
か
」
と
の
心

配
も
何
の
そ
の
！
あ
っ
と
い
う

間
の
4
時
間
で
し
た
。

　

し
ば
し
歓
談
の
後
、
ま
ず
は

各
ク
ラ
ス
の
出
し
物
、
歌
、
日

本
舞
踊
、
太
極
拳
等
女
性
陣
の

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
に
大
喝

采
!!
な
ぜ
か
男
の
影
は
薄
か
っ

た
。

　

次
い
で
個
人
の
出
し
物
、
旅

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

合
奏
等
と
続
き
大
盛
り
上
が

り
、
店
か
ら
終
宴
の
催
促
を
受

け
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
名
カ
メ
ラ
マ
ン
の

各
君
は
、
こ
の
楽
し
い
雰
囲
気

を
逃
す
ま
い
と
飲
食
も
忘
れ

て
??
パ
チ
リ
パ
チ
リ
、
ご
苦
労

さ
ん
で
し
た
。

　

新
幹
事
を
選
出
後
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
再
会
を
誓
う
と
共
に

よ
り
多
く
の
参
加
者
を
募
る
事

を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

有
志
に
よ
る
2
次
会
は
、
例

年
通
り
森
田
さ
ん
を
煩
わ
し
、

北
新
地
の
「
グ
レ
ー
ス
」
で
実

施
し
ま
し
た
。
2
次
会
か
ら
の

参
加
の
山
本
達
雄
君
も
交
え
、

夜
も
更
け
る
の
も
忘
れ
て
、否
、

無
視
し
て
、
こ
れ
ま
た
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
う
わ

ば
み
」
み
た
い
な
奴
ば
か
り
で

森
田
さ
ん
御
免
な
さ
い
、
御
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
卒
業
50
周
年
の
記

念
す
べ
き
同
期
会
で
す
。
皆
さ

ん
奮
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
!!

18
期
生
同
期
会

石
田

　
憲
一
（
高
18
）

　

2
0
1
1
年
6
月
4
日（
土
）

に
第
7
回
同
期
会
を
、
阪
急
グ

ラ
ン
ド
ビ
ル
27
階
中
国
料
理

「
グ
ラ
ン
ド
白
楽
天
」
に
て
恩

師
4
名
、
同
期
生
84
名
、
芝
蘭

会
か
ら
会
長
代
行
の
西
田
様
、

合
計
89
名
の
参
加
者
で
盛
大
に

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
料
理
を
頂
き
な
が

ら
卒
業
以
来
の
懐
か
し
い
再
会

等
も
あ
り
、
思
い
出
話
の
花
が

咲
い
た
あ
っ
と
い
う
間
の
3
時

間
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
話
し
足
り
な
い
54

名
参
加
で
の
2
次
会
も
、
3
時

間
を
超
え
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
、
ご
出
席
し
て
い
た
だ

け
る
恩
師
の
方
々
が
開
催
毎
に

少
な
く
な
る
の
に
心
が
痛
み
ま

す
。

　

名
残
惜
し
く
次
回
の
再
会
が

待
ち
遠
し
い
と
思
う
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
設
営
に
関
し
て

幹
事
の
知
り
合
い
の
コ
ネ
を
最

大
限
に
利
用
し
た
結
果
、
予
定

よ
り
多
く
出
た
余
剰
金
か
ら

10
万
円
を
芝
蘭
会
に
寄
付
す
る

事
に
し
ま
し
た
。

高
21
期
還
暦
同
窓
会

赤
井
（
姉
崎
）
陽
子
（
高
21
）

　

2
0
1
1
年
3
月
12
日
…

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
、
21
期

還
暦
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。（
幹
事
一
同
、
不
安
・
心

配
の
も
と
に
）

　

新
し
く
な
っ
た
母
校
訪
問
に

50
名
参
加
。
校
長
先
生
の
案
内

で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
新
し
く
な
っ
た
阿
倍
野

高
校
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
さ
み
し

さ
も
感
じ
ま
し
た
。

同
期
会
だ
よ
り
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天
王
寺
都
ホ
テ
ル
の
会
場
に

は
79
名
の
参
加
（
84
名
中
5
名

は
震
災
の
た
め
欠
席
）が
あ
り
、

黙
祷
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
不
安
・
心
配
・

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
懐
か
し
い
話
に

花
が
咲
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

初
め
て
の
参
加
の
人
は
、
42
年

ぶ
り
の
再
会
に
感
動
し
た
様
子

で
し
た
。
60
歳
と
い
う
節
目
に

多
く
の
人
達
の
参
加
で
盛
大
な

同
窓
会
が
で
き
た
こ
と
は
、
東

日
本
大
震
災
と
共
に
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

次
回
（
3
年
後
）
を
約
束
し

て
、
皆
で
校
歌
を
歌
い
、
な
ご

り
惜
し
く
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
一
度
も
参
加
さ
れ
て

な
い
方
、
是
非
、
次
回
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い

出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。高

31
期
同
窓
会

田
中

　
敏
雄
（
高
31
）

　
「
誰
や
っ
た
か
な
ぁ
〜
」

「
あ
ぁ
ー
思
い
出
し
た
」

「
え
ぇ
ー
一
緒
の
ク
ラ
ス
や
っ

た
っ
け
ぇ
〜
」
な
ど
の
言
葉
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

お
正
月
気
分
が
冷
め
や
ら
ぬ

平
成
23
年
1
月
4
日
、
第
31
回

生
の
同
総
会
が
阿
倍
野
ア
ポ
ロ

に
あ
る
中
華
料
理
店
楓
林
閣
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
末
に
急

遽
企
画
さ
れ
た
こ
と
、
連
絡
が

で
き
る
方
に
口
コ
ミ
で
…
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
50

名
近
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

静
か
だ
っ
た
の
は
冒
頭
の
西

垣
先
生
の
挨
拶
だ
け
、
そ
の
後

の
各
自
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
喧
騒
の
中
誰
が
何

を
話
し
て
い
た
か
分
か
ら
ず
じ

ま
い
で
し
た
。
16
時
か
ら
始
ま

り
会
が
終
わ
っ
た
の
が
22
時

前
、
な
ん
と
8
時
間
、
十
数
年

ぶ
り
の
再
会
に
時
間
は
足
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

と
い
う
訳
で
、
同
年
6
月
18

日
同
窓
会
リ
タ
ー
ン
ズ
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
回
32

年
の
時
間
を
埋
め
切
れ
な
か
っ

た
3
組
の
人
を
中
心
に
口
コ
ミ

で
集
め
、
30
人
近
く
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

今
年
同
総
会
名
簿
が
整
備
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
是
非

次
回
は
口
コ
ミ
で
は
な
く
し
っ

か
り
企
画
し
て
盛
大
に
企
画
し

た
い
も
の
で
す
。

33
期
生
同
窓
会

加
納

　
孝
幸
（
高
33
）

　

33
期
生
は
卒
業
30
年
を
記
念

し
て
、
平
成
23
年
7
月
17
日
に

あ
べ
の
橋
の
お
店
2
軒
を
飲
み

歩
い
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
81
人
が
集
ま
り
、
午
後
1

時
30
分
乾
杯
、
2
次
会
移
動
途

中
に
写
真
撮
影
し
、
6
時
過
ぎ

ま
で
無
邪
気
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
日
付
が

変
わ
る
頃
ま
で
宴
会
を
続
け
た

メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
は
、
連
絡
先

が
不
明
な
同
期
生
が
い
る
こ
と

も
あ
り
、
卒
業
後
も
交
流
が
あ

る
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、

人
づ
て
に
メ
ー
ル
や
電
話
で
連

絡
が
と
れ
た
同
期
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

子
育
て
も
一
段
落
し
た
年
代

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
回

は
2
年
後
の
50
歳
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
今
回
連
絡
が
と
れ

な
か
っ
た
同
期
生
の
方
で
、
次

回
の
案
内
を
希
望
す
る
方
は
次

の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
し
て
下

さ
い
。

　

abeno.hs33@
gm

ail.com

　

楽
し
く
、
お
も
し
ろ
い
時
間

を
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

同
期
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
上
、
字
数
を
決
め
て
お
り
ま

す
。
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク

ラ
ブ
O
B
会
等
を
開
か
れ
た

回
生
の
方
は
、
同
窓
会
原
稿
を

事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

そ
の
際
、
字
数
が
決
ま
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
お
写
真
も
合

わ
せ
て
お
送
り
下
さ
い
。

◆
ク
ラ
ス
会

　
　

一
行
12
文
字　

30
行
以
内

（
3
6
0
字
以
内
）

◆
学
年
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

　
　

一
行
12
文
字　

40
行
以
内

（
4
8
0
字
以
内
）

※
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
タ
イ

ト
ル
は
行
数
に
含
み
ま
せ
ん
。

　

原
稿
は
お
手
紙
・
F
A
X
・

E
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
お
写
真
は
必
ず
、
ご
返

却
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 同

期
会
・
Ｏ
Ｂ
会
を
開
か
れ

る
回
生
は
、
事
務
局
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

▪
日　

時

▪
場　

所

▪
世
話
人
代
表　

な
ど

TEL・FAX 06－6627－1004
☆事務局：月・水・金　10：30 ～ 14：00

同 窓 会 事 務 局

☆学校へのお電話はお控えください !

その他の時間は、留守番電話かFAXにてご用件を
お願いいたします ! 回生・お名前をお忘れなく。
後ほど、ご連絡いたします。
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平
成
23
年
7
月
23
日
に
硬
式

テ
ニ
ス
部
O
B
会
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で

我
々
を
祝
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
天
神
祭
り
の
宵
々
宮
の
晴
天

の
日
で
し
た
。

　

年
初
か
ら
計
画
を
進
め
、

高
3
期
か
ら
高
58
期
ま
で
の

3
3
0
名
に
呼
び
掛
け
、
90

名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ
の
内

46
名
の
方
に
入
会
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

少
し
寂
し
い
人
数
で
の
ス

タ
ー
ト
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
輪
を
拡
げ
て
い

き
、
特
に
若
い
世
代
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

準
備
段
階
で
は
、
創
部
当
時

の
大
先
輩
か
ら
当
時
の
こ
と
を

お
伺
い
で
き
た
り
、
力
強
い
応

援
を
い
た
だ
い
た
り
と
嬉
し
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
23
名
の
参
加
者

で
議
事
が
始
ま
り
、
会
則
の
承

認
等
も
無
事
終
了
し
、
記
念
撮

影
後
、
懇
親
会
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

先
輩
か
ら
後
輩
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
阿
倍
野
高
校
時
代
を
硬

式
テ
ニ
ス
部
に
親
し
ん
で
過
ご

し
た
思
い
出
に
花
が
咲
き
、
宴

た
け
な
わ
の
内
3
時
間
半
以
上

が
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
硬
式
テ
ニ
ス
部

O
B
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
5
月
に
第
2
回
総
会

を
開
催
予
定
で
す
。
更
に
多
く

の
方
々
の
参
加
を
希
望
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
も
阿
倍
野
高
校
野
球
部

を
応
援
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
、
皆
様
の
応
援
に
お

応
え
す
る
間
も
な
く
、
残
念
な

が
ら
1
回
戦
で
富
田
林
高
校
に

敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

温
か
い
浄
財
は
、
現
役
部
員
の

部
活
で
の
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
ト
等

の
用
具
供
給
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
年
度
は
応
援
用
の
帽

子
を
作
成
し
ま
し
た
。
と
り
わ

け
野
球
部
以
外
の
O
B
の
方

か
ら
も
あ
り
が
た
き
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
母

校
の
野
球
部
を
応
援
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

編
集
長
　

 

川
野　

浩
史 

高
31

委
員

 

柴
山（
西
田
）美
保
子 

女
17

 

橋
本（
小
畑
）胡
永 

女
17

 

清
野（
村
井
）輝
子 

高
2

 

毛
利　

泰
子 

高
2

 

岡
部　

万
里
子 

高
17

 

野
村　

紘
子 

高
17 

　

松
下　

健
一 

高
18 

　

瀬
藤　

秀
夫 

高
31

　

最
後
ま
で
お
目
通
し
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

回
の
芝
蘭
は
如
何
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
11
月
の
総
会
に

は
、
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

役
員
改
選
に
伴
い
編
集
委
員

も
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
多
く
、
戸

惑
い
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

　

歴
史
を
誇
る
同
窓
会
報
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
努

力
さ
れ
た
先
輩
諸
兄
姉
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
ら
く
編
集
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
上
田
善
弘

（
高
3
）
様
が
8
月
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
ご
報
告

し
、
感
謝
と
と
も
に
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

クラブOB会
だより

クラブOB会
だより

クラブOB会
だより

クラブOB会クラブOB会クラブOB会クラブOB会クラブOB会
だより

クラブOB会クラブOB会
だよりだより

クラブOB会クラブOB会
だより

編
集
委
員

編
集
後
記

野球部 OB 会
川野　浩史（高 31）

硬式テニス部
OB 会発足

OB 会設立総会
田原　通代（高 21）

昭和 38 年の母校創立 40 周年の時に同窓生の皆様の熱い想いで建設され、
寄贈されました。母校の東側にある、歴史ある立派な建物です。

1 階：会議室　2 階：多目的ホール　地下：食堂
お問合わせは同窓会館事務局までお願いします。

TEL 06-6627-1004　Eメールアドレス shirankai@oct.zaq.ne.jp

芝蘭会館・同窓会館
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